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別 所 線 赤 い鉄 橋 をバックに記 念 撮 影 をしました。 

昭 和 30 年 代 の諏 訪 形 の千 曲 川 は、今 と違 って左 岸

寄 りを 流 れて い て 、諏 訪 形 の 子 ども た ちは よ く川 遊 びを

したそうです。今 だったらＮＧですよね。 

諏
訪
形
交
流
親
睦
会 

五

月

三

十

日

（
日

）
、
二

年

ぶ
り
の
交

流

親

睦

会

が
開

催

さ
れ
ま
し
た
。
感

染

症

対

策

に
留

意

し
つ
つ
規

模

を
縮

小

し
て
実

施

し
ま
し
た
が
、
四

つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
予

想

を
超

え
る
四

十

数

名

の
皆

さ
ん
の
参

加

が
あ
り
、
大

い
に
親

睦

を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

〇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会 

晴

天

に
恵

ま
れ
、
小

牧

橋

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

で
参

加

者

十

二

名

に
よ
る
大

会

が
開

催

さ
れ
ま
し
た
。
例

年

よ
り
少

な
め
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
豪

快

な
シ
ョ
ッ
ト
と
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ

で
、
爽

快

感

を
満

喫

し
な
が
ら
笑

顔

溢

れ
る
交

流

を
楽

し

み
ま
し
た
。
河

川

の
地

形

を
生

か
し
た
コ
ー
ス
で
、
爽

や
か

な
風

と
と
も
に
健

康

的

に
親

睦

を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
お
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
積

極

的

な

ご
支

援

に
心

か
ら
感

謝

申

し
上

げ
ま
す
。 

 

〇
千

曲
川
堤
防
見

学
会 

講

師

に
市

議

の
宮

下

省

二

さ
ん
を
お
迎

え
し
、
小

学

生

一

名

を
含

め
た
六

名

が
参

加

し
ま
し
た
。
一

昨

年

の
台

風

十

九

号

の
災

害

状

況

と
復

興

の
軌

跡

を
、
赤

い
鉄

橋

復

旧

の
現

場

で
お
聞

き
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
一

七

四

二

年

の
大

水

害

「
戌

の
満

水

」
の
悲

惨

な
被

害

状

況

の
説

明

も
あ
り
、
改

め
て
防

災

の
重

要

性

を
認

識

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
現

在

千

曲

川

は
、
外

来

魚

コ
ク
チ
バ
ス
の
増

殖

と
い
う
問

題

を
抱

え
て
お
り
、
そ
の
対

策

が
課

題

と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

参

加

者

の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
「
改

め
て
諏

訪

形

の
こ
と
を

知

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
企

画

で
し
た
。
」
と
の
お
褒

め
の
言

葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                     
 

〇
諏

訪
形
の
道

祖
神
巡
り 

                    

諏

訪

形

誌

刊

行

委

員

長

北

沢

伴

康

さ
ん
を
講

師

に
、

七

名

で
諏

訪

形

の
五

つ
の
道

祖

神

を
巡

り
ま
し
た
。
巡

っ

た
順

に
、
北

田

中

道

祖

神

、
道

近

田

道

祖

神

、
高

町

道

祖

神

、
東

浦

道

祖

神

、
堂

村

道

祖

神

で
す
。 

道

祖

神

と
は
、
「
疫

病

や
災

害

な
ど
を
も
た
ら
す
悪

神

や
悪

霊

が
村

に
入

っ
て
く
る
の
を
防

い
で
く
れ
る
神

」
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
祀

ら
れ
て
い
る
場

所

が
村

境

と
な
っ
て
お
り
、

諏

訪

形

で
は
お
お
む
ね
村

の
東

西

南

北

に
あ
た
る
地

籍

に

立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
諏

訪

形

に
あ
る
道

祖

神

は
、
い
ず
れ

も
建

立

年

は
不

明

だ
そ
う
で
す
。 

諏

訪

形

の
皆

さ
ん
も
、
五

ヶ
所

の
道

祖

神

を
探

し
て
、

諏

訪

形

の
歴

史

の
奥

深

さ
に
触

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所

は
、
『
諏

訪

形

誌

』
二

五

九

ペ
ー

ジ
を
ご
参

照

く
だ
さ
い
。 

 

〇
諏

訪
形
の
神

社
巡
り 

 

諏

訪

形

誌

活

用

委

員

の
窪

田

善

雄

さ
ん
を
講

師

に
、

荒

神

宮

と
諏

訪

神

社

を
巡

り
ま
し
た
。
参

加

者

は
、
講

師

も
入

れ
て
十

八

名

で
す
。
荒

神

宮

で
は
、
本

殿

に
奉

納

さ
れ
た
絵

馬

の
数

々
を
見

学

、
遠

く
は
大

阪

か
ら
の
例

も

あ
り
、
全

国

レ
ベ
ル
で
信

仰

を
集

め
て
い
た
こ
と
に
驚

か
さ
れ

ま
し
た
。
中

国

の
故

事

を
題

材

に
し
た
本

殿

彫

刻

も
見

事

で
し
た
。
そ
の
後

、
田

植

え
を
終

え
た
ば
か
り
の
水

田

の
脇

を
歩

き
、
諏

訪

神

社

へ
向

か
い
ま
し
た
。
途

中

、
お
葬

式

の

風

習

で
使

わ
れ
た
「
廻

り
場

」
も
見

学

し
ま
し
た
。 

諏

訪

神

社

で
は
、
説

明

板

の
誤

記

の
訂

正

の
話

や
行

方

不

明

の
棟

札

の
話

、
さ
ら
に
境

内

の
別

神

社

、
天

神

社

と
蚕

影

社

の
来

歴

を
説

明

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

諏

訪

神

社

に
祀

ら
れ
て
い
る
建

御

名

方

神

は
、
『
古

事

記

』
な
ど
に
登

場

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
神

話

は
歴

史

事

実

で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
縄

文

文

化

か
ら
弥

生

文

化

へ
の
転

換

、

大

和

政

権

の
拡

大

と
い
っ
た
歴

史

事

実

を
反

映

し
て
い
る

と
い
う
話

は
、
大

変

興

味

深

い
も
の
で
し
た
。 

  
 

            
 

        

道
路
拡
幅
に
向
け
て 

「
ま
ち
づ
く
り
協

議

会

」
に
よ
る
廃

屋

空

き
家

美

化

作

業

に
つ
い
て
は
、
前

号

で
報

告

し
ま
し
た
が
、
そ
の
継

続

事

業

と
し
て
、
隣

接

道

路

の
拡

幅

に
向

け
て
の
整

備

作

業

に
着

手

し
ま
し
た
。
所

有

者

の
ご
了

解

と
、
の
べ
九

十

二

人

の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
協

力

を
い
た
だ
き
、
作

業

を
完

了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深

く
感

謝

申

し
上

げ
ま
す
。 

〇
六

月
五
日

（
土

） 

廃
屋

の
下
屋
撤
去

作
業 

              

 
  

            

 

 

〇
六

月
十
九
日

（
土

） 

土
蔵

撤
去
作
業

の
開
始 

            道 路 に せ り 出 す 下 屋 と 、 道 路 ぎ り ぎ り に

隣 接 す る土 蔵 を 撤 去 す るこ と で 、道 路 拡

幅 を市 へ要 望 することが可 能 となります。 

 6 月 5 日 、まず下 屋 撤 去 作 業 に着 手 し

ました。 

狭 い道 路 と進 む作 業

荒 神 宮 では思 いもかけず、今 井 宮 司 様 からお祓 いの神 事 を

受 けることができました 。大 幣 (おおぬさ)で頭 上 をはらってい

ただき、人 形 紙 に各 自 邪 気 を吹 きかけ、お宮 に託 しました。 

心 地 よい新 緑 の中 、ねらいを定 めて。 

第 ７ 号  
諏 訪 形 自 治 会  
会 長 :稲 垣 敦 史  

令  和  

熱 心 に 説 明 を 聴 く 参 加 者 の 皆 さ ん 。実 は 、こ の 場 所

に道 祖 神 はありませんので、北 田 中 道 祖 神 を合 成 して

あります （ ス ミ マ セ ン ） 。この道 祖 神 は、本 当 は城 下 小 学

校 体 験 水 田 （窪 田 和 人 さん提 供 ）のそばにあります。 

い

ぬ 

下 屋 撤 去 作 業 完 了  

道 路 ギ リ ギ リ に 建 つ 土 蔵 。 瓦 ぶ

き 、 厚 い 土 壁 、 側 面 下 部 を 下 見

板 張 り で 補 強 し た 典 型 的 な 農 家

倉 庫 。築 百 年 ほどと思 われます。 

土 蔵  
空 き 家 の 下 屋  

タ

ケ

ミ

ナ

カ

タ

ノ

カ

ミ 
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〇
六

月

二
六
日

（
土

） 

土
蔵

撤

去

作

業

の
終

了 

    

 

         

 

    

金
窓
寺
川
周
辺 

草
刈
り
作
業 

     

  

  

  

       

 

 

 『
諏
訪
形
誌
』
を
歩
く
（
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

副

自

治

会

長 

窪

田

善

雄 

諏
訪
形
の
ミ
ホ
ト
ケ
た
ち
（
後
編
） 

諏
訪
形
の
ミ
ホ
ト
ケ
巡
り 

前

回

は
、
仏

教

の
あ
ゆ
み
を
通

し
て
、
シ
ャ
カ
以

外

に
も

多

く
の
ミ
ホ
ト
ケ
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

述

べ
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
今

回

は
、
そ
う
し
た
ミ
ホ
ト

ケ
を
諏

訪

形

に
訪

ね
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

〇
金

窓

寺

の
ミ
ホ
ト
ケ
た
ち 

本

尊 

阿

弥

陀

如

来

（
本

堂

中

央

仏

壇

） 

 

 

金

窓

寺

は
、
曹

洞

宗

で
禅

宗

の
お
寺

で
す
。
禅

宗

は
「
座

禅

」
と
い
う
修

行

を
重

視

し
て
お
り
、
釈

迦

オ
リ
ジ
ナ
ル
仏

教

の
匂

い
が
濃

厚

で
、
ご
本

尊

は
釈

迦

如

来

で
あ
る
こ
と
が

通

例

で
す
。
実

際

、
『
諏

訪

形

誌

』
に
も
本

尊

を
釈

迦

牟

尼

仏

と
記

載

し
て
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
藤

原

廣

生

住

職

に
お
聞

き
す
る
と
、
意

外

な
こ
と
に
、
本

尊

は
阿

弥

陀

如

来

と
の
こ
と
で
し
た
。
『
諏

訪

形

誌

』
の
記

述

は
誤

り
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確

か
に
、
禅

宗

は
釈

迦

如

来

を
本

尊

と
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
特

に
き
ま
り
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
各

寺

院

の
由

緒

に
よ
っ
て
阿

弥

陀

仏

で
あ
る
こ

と
も
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

こ
の
ミ
ホ
ト
ケ
が
阿

弥

陀

如

来

で
あ
る
こ
と
は
、
手

の
形

で
分

か
り
ま
す
。
親

指

と
人

差

指

で
リ
ン
グ
を
作

り
、
両

手

を
合

わ
せ
て
膝

の
上

に
置

く
、
こ
れ
を
「
上

品

上

生

印

」

と
い
っ
て
、
阿

弥

陀

如

来

の
典

型

パ
タ
ー
ン
の
一

つ
で
す
。

残

念

な
が
ら
こ
の
仏

像

の
来

歴

な
ど
は
不

明

で
す
。 

 
 

 

釈

迦

如

来

（
位

牌

堂

中

央

仏

壇

） 

 

本

堂

の
南

に
位

牌

堂

が

付

属

し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中

央

仏

壇

に
釈

迦

如

来

が
安

置

さ
れ
て
い
ま
す
。

平

成

二

十

年

に
本

堂

が

落

成

し
た
お
り
、
信

者

の

方

か
ら
寄

進

さ
れ
ま
し
た
。

両

手

は
、
説

法

す
る
形

で

「
施

無

畏

・
与

願

印

」
と

称

し
ま
す
。 

釈

迦

三

尊

像

（
「
古

笈

こ
き

ゅ

う

」
内

仏

像

） 

 

金

窓

寺

の
伝

承

に
よ
れ
ば
、
滅

亡

し
た
武

田

家

に
ゆ
か

り
の
女

性

、
玉

窓

金

法

尼

が
、
慶

長

元

年(

一

五

九

六)

こ

の
地

に
移

住

し
、
武

田

一

門

の
菩

提

を
弔

う
た
め
、
小

さ

な
庵

を
構

え
た
の
が
寺

の
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と

き
尼

僧

が
持

参

し
た
と
さ
れ
る
木

箱

が
保

管

さ
れ
て
い
ま

す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
よ
う
に
背

負

う
仏

具

で
、
古

笈

と
呼

ば

れ
、
金

窓

寺

最

古

の
寺

宝

で
す
。
こ
の
木

箱

の
な
か
に
小

さ

な
釈

迦

三

尊

像

が
納

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
四

百

数

十

年

前

の
仏

像

の
可

能

性

が
あ
る
貴

重

な
文

化

財

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

釈

迦

三

尊

像

は
、
い
く
つ

か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す

が
、
右

に
獅

子

に
乗

っ
た

文

殊

菩

薩

、
左

に
象

に

乗

っ
た
普

賢

菩

薩

と
い
う

形

式

が
一

般

的

で
、
こ
の

像

も
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。 

               

文

殊

菩

薩

、
普

賢

菩

薩

は
、
釈

迦

を
主

人

公

と
す
る

経

典

『
法

華

経

』
や
『
華

厳

経

』
な
ど
の
重

要

な
登

場

人

物

で
あ
り
、
釈

迦

に
仕

え
る
菩

薩

の
代

表

格

と
な
っ
て
い
ま

す
。 薬

師

三

尊

像

（
本

堂
東

側

仏

壇

） 

 

金

窓

寺

に
は

、

先

々

代

住

職

の
こ

ろ
ま

で
、
旧

本

堂

北

東

の
一

部

に
薬

師

堂

が
あ

り
、
参

拝

も
行

わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
今

は

そ
の
仏

事

も

な

く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
機

縁

と
し
て
檀

家

信

徒

の
浄

財

も
募

り
、

平

成

三

十

年

、
本

堂

東

側

仏

壇

上

に
、

新

た
に
薬

師

三

尊

像

を

安

置

す

る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

薬

師

如

来

は
、 

経

典

『
薬

師

瑠

璃

光

如

来

本

願

功

徳

経

』
に
登

場

す
る

如

来

で
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
薬

師

如

来

が
菩

薩

で
あ

っ
た
時

、
人

々
を
病

気

か
ら
救

う
な
ど
の
十

二

の
本

願

を

立

て
修

行

に
励

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
薬

師

如

来

像

は
手

の
ひ
ら
に
薬

壺

を
持

ち
ま
す
。
現

世

利

益

傾

向

が
非

常

に
強

い
仏

で
、
身

分

を
越

え
て
多

く
の
人

々
の

信

仰

を
集

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
経

典

の
記

述

に
従

い
、
日

光

、
月

光

両

菩

薩

と
と
も
に
三

尊

像

を
構

成

し
ま

す
。 

〇
カ
ン
カ
ン
石 

 
 

 
 

 

（
阿
弥

陀

如

来

っ
て
ど
ん
な
ホ
ト
ケ
？
） 

叩

く
と
カ
ン
カ
ン
鳴

る
の
で
カ
ン
カ
ン
石･

･
･
･

「
マ
ジ
す

か
？
」
と
言

い
た
く
な
る
よ
う
な
い
わ
れ
で
す
が
、
そ
れ
は
と

も
か
く
、
江

戸

時

代

後

期

、
紀

州

の
徳

本

上

人

が
「
ナ
ム

ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
を
唱

え
て
全

国

を
巡

り
巻

き
起

こ
し
た
浄

土

教

の
大

ブ
ー
ム
を
記

念

す
る
石

碑

で
す
。 

            

 

う
ん
ち
く
を
言

う
よ
う
で
す
が
、
そ
も
そ
も
「
南

無

」
と
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

n
a
m

o

＝
「
帰

依

し
ま
す
」
の
音

写

で

「
南

無

阿

弥

陀

仏

」
は
「
阿

弥

陀

如

来

に
帰

依

し
ま
す
。
」

と
い
う
意

味

で
す
。
こ
の
仏

は
、
原

語

で
は
「
ア
ミ
タ
ユ
ー
ス
ブ

ッ
ダ
」
＝
「
量

り
し
れ
無

い
寿

命

を
も
つ
仏

」
で
あ
り
、
「
ア
ミ

タ
」
に
無

理

や
り
漢

字

を
当

て
て
「
阿

弥

陀

仏

」
と
し
ま
し

た
。
意

味

を
重

視

し
て
「
無

量

寿

如

来

」
と
も
い
い
ま
す
。

（
分

か
り
に
く
い
話

で
ス
ミ
マ
セ
ン
。
） 

こ
の
仏

を
主

人

公

と
す
る
経

典

は
『
無

量

寿

経

』
『
観

無

量

寿

経

』
『
阿

弥

陀

経

』
の
三

つ
で
、
岩

波

文

庫

で
現

代

日

本

語

に
翻

訳

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い

で
す
よ
。
そ
の
う
ち
『
無

量

寿

経

』
の
語

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

阿

弥

陀

如

来

は
、
菩

薩

時

代

、
四

十

八

の
本

願

を
立

て
、

そ
の
一

つ
で
「
自

分

の
名

前

を
唱

え
て
願

う
人

は
、
誰

で
も

極

楽

浄

土

へ
連

れ
て
い
く
」
と
誓

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
極

楽

行

き
無

料

チ
ケ
ッ
ト
の
大

量

配

布

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ

れ
を
根

本

教

義

と
し
た
宗

派

が
浄

土

宗

や
浄

土

真

宗

で
、

大

勢

の
信

者

を
集

め
、
隆

盛

を
極

め
ま
し
た
。
徳

本

上

人

の
巻

き
起

こ
し
た
宗

教

的

興

奮

も
そ
の
一

つ
で
す
。
金

窓

寺

の
本

尊

が
阿

弥

陀

如

来

で
あ
る
の
も
そ
の
影

響

か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
・
・
・
・
・
・
こ
れ
は
、
勝

手

な
想

像

で
す
。
（
了

） 

編

集

後

記 

↑最 後 の柱 を撤 去 して 作 業 完 了  

 

ち

ょ  

っ

と

ナ 

ナ 

メ 

ナ 

に 

南
無
阿
弥
陀
佛 

 

・

・

・ 

6 月 6 日 (日 )、約 30 名 の皆 さんの参 加 で、

「草 ぼうぼう」だった金 窓 寺 川 周 辺 がすっかりき

れいになりました。 

雨 の 中 ､ ↑ 瓦 の 撤 去 ↓ 土 壁 の 撤 去  

金 窓 寺  

位 牌 堂  本 堂  

日 光 菩 薩  月 光 菩 薩  

普

賢

菩

薩 

文

殊

菩

薩 

薬 壺  

土 蔵 の跡 地 にて 
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東

京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
目

前

と
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
意

味

で
歴

史

に
残

る
大

会

と
な
る
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
は
、

そ
の
体

験

者

と
な
る
の
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 
 

編

集
責

任(

副

自

治

会

長 

窪

田

善

雄) 


